
　 図 A ～ D の梁について， 静定か不静定かの組合せと し て妥当なのはど れか。

　 　 　  A　 　 　   　 B　 　 　  　 C　 　 　  　 D

１ ． 静定　 　 　 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定

２ ． 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定　 　 不静定

３ ． 不静定　 　 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定

４ ． 不静定　 　 静定　 　 　 不静定　 　 静定

５ ． 不静定　 　 不静定　 　 静定　 　 　 静定
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C D
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　　　　　　　　専門試験（土木）　　　　　　　

［例題1］

 正答　3 



                      　 コ ンク リ ート 構造物の耐久性に関する 次の記述Ａ ～Ｄ のう ちには妥当なも の

が二つある 。 それら を選んでいる のはど れか。

Ａ ． コ ンク リ ート の中性化は， コ ンク リ ート 自体の強度など に及ぼす影響は小さ い。 し

かし ， 内部に配置さ れる 鉄筋の不動態皮膜が破壊さ れ， 水及び空気の侵入によ って，

鉄筋が腐食し やすく なる こ と が問題と なる 。

Ｂ ． アルカリ シリ カ反応の抑制対策と し て， 混合セメ ント （ 高炉セメ ント B 種ある いは

C 種） を使用する こ と がある 。

Ｃ ． コ ンク リ ート は高いアルカリ 性を示すので， 硫酸や塩酸などの化学物質によ ってコ

ンク リ ート が腐食する こ と はない。

Ｄ ． AE コ ン ク リ ート は， 凍害に関する 気象作用が通常よ り 厳し い場合にのみ使用が許

さ れている 。

１ ． Ａ ， Ｂ

２ ． Ａ ， Ｃ

３ ． Ｂ ， Ｃ

４ ． Ｂ ， Ｄ

５ ． Ｃ ， Ｄ
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［例題2］

 正答　1 


